
 

 

 

コマになった写真を見ながらグループで協力し合って館内の指定された場所を探し、防災に関す

る問題を解くことや、自然の家館内の危険個所を探し、点検していくことで、グループの団結を強

め、防災力を高めます。 

 

 Ａ6 視野・判断   B４ 思いやり   C１ 日常的行動力 

※Ａは心理的・社会的能力 Ｂは徳育的能力 Ｃは身体的能力  詳細は別紙参照 

 

館内 

※宿泊棟、管理棟事務室、食堂、他団体が使用している場所は除きます。 

 

 通年 ※雨天時も実施可 

 

１～２時間 

 

団体の引率者が指導者になって行う活動 

 

 【団体・個人で準備するもの】 

・筆記用具 ・活動に適した服装 

・館内の問題設置作業（引率者） 

【自然の家で貸し出しできるもの】 

・課題、解答用紙セット ・バインダー 

・ふりかえり用資料  ・指導者用資料 

 

①用具の貸し出し   →事務室に声をおかけください。   

 

   ②問題・指導者の設置 →団体で館内の各ポイント（活動マップ参照）に問題を設置します。 

             →指導者が必要なポイント（1 箇所）に担当を配置します。 

             →時間や人数等に合わせて活動内容を選択できます。 

   

 

 

  ③活動前の準備    →人数確認、持ち物の点検、健康状態のチェックをします。必要に応

じてグループ編成を行います。 

→活動のねらいや注意点、集合時刻を説明します。 

 

 

１ 活動のねらい 

２ 育てたい能力 

3 活動場所 

4 活動時期 

5 所要時間 

6 指導形態 

7 準備物 

8 活動の手順 

防災クエスト～地震から身を守れ～ 

国立花山青少年自然の家 



④活動の実施      

時 間 手 順 ・ 内 容 備 考 

１０分 【ルール説明】 

・「ステージ１」をクリアすると「ステージ２」へ進める。 

・集合場所、集合時刻の確認 

・活動の約束 

「グループ一緒に行動する」「走らない・他団体に迷惑をか

けない」 

・ポイントのない場所の説明 

「宿泊等」「事務室」「食堂」「他団体が使用している研修

場所（プレイホール、オリエンテーション室、研修室等） 

 

 

※ここでは「ステー

ジ 1」のルール、ス

テージ１クリア後

の行動のみ説明を

します。 

 

４０～６０分 【ステージ１】 

・グループで写真をヒントに問題がかくされた場所を探す。 

・回る順番は自由 

・問題をとく。 

※答えを選び・・・（ ）の記号を選ぶ。 

・記号を全部使って並びかえると、防災で気を付けること

（防災標語）が分かる。 

◎指導者に解答をチェックしてもらう。 

 

 

※実態や予定に合

わせて「ステージ

１」で終わることも

できます。 

２０～４０分 【ステージ２】 

・「ステージ２」の解答用紙をもらう。 

・グループで、危険個所を探す。 

 

※団体の実態や予

定に合わせ、各団体

が集合場所と集合

時刻を伝えます。 

 

１０～２０分 【振り返り】 

・探してきた危険個所をグループでまとめ、全体で共有す

ることで安全な避難について考える。 

・施設の過去の被害状況等の資料を見ながら、地震から身

を守るために必要なこと、大切なことを確認する。 

 

 

※団体の実態や

予定に合わせ、時

間を設定してく

ださい。 

 

 

⑤用具の返却   →事務室に返却ください。   

 

 

・宿泊棟、管理棟事務室、食堂や研修室、プレイホールなど他団体が使用する可能性のある場所

にはポイントはありません。 

・他団体も活動をしている点を考慮し「グループ一緒に行動する」「走らない・他団体に迷惑を

かけない」などについて、事前に指導してください。 

・集合時刻を決め、すべて見つけられなくてもその時刻には集まるように指導してください。 

9 留意点 


